
○ 自治体のホームページ等でハザードマップを確認し、自宅周辺の浸水想定区域や土砂災害警戒区域等を確認し、
地域の危険な場所を把握しておきましょう。

○ いざという時に、「避難場所」と「避難経路」を確認しておきましょう。
○ 家族で災害時の連絡方法を話し合っておきましょう。
○ 非常時の持ち出し用の荷物を点検しておきましょう

令和８年８月号

昨年８月、宗像市付近で「１時間に約１１０ミリ」という記録的な大雨が観測

され、家屋の浸水や土砂崩れ等の被害が多数発生しました。

福岡県では、昨年１０月から気象情報や避難所の状況などをリアルタイムで把握できる防災
アプリ「ふくおか防災ナビ・まもるくん」を配信しています。
下記のＱＲコードを読み込んで豪雨災害に備えましょう！

あなたのスマートフォンが、命を守る情報をお届けします。

★ 日頃の備えを！
○ ハザードマップで災害危険箇所を把握しておきましょう。
○ 家族等で災害時の連絡方法を話し合い、「避難場所」と「避難経路」を確認しましょう。

★ 危険を感じたら速やかな避難を！
○ 避難指示が発表されたら、危険な場所から速やかに避難してください。
○ 避難指示が発表されていなくても、避難に時間がかかる場合は、安全な場所に「自主的
に避難」しましょう。

昨年８月の線状降水帯では、道路の冠水や浸水被害が発生しました。大雨の際は気象

情報に注意し、危険を感じたら「暗くなる前」「浸水が始まる前」の早期避難を徹底して

ください。日ごろの備えが命を守ります。

宗像大社前駐在所からひと言


